
 

 

 2025年２月１２日 

 

男鹿市の観光関連事業者４社への協調融資について 

～「地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業」を活用した施設整備資金を 

秋田銀行と日本政策金融公庫が協調支援～ 

 

株式会社秋田銀行（頭取 芦田 晃輔）は、観光庁の補助金事業「地域一体となった観光地・観光

産業の再生・高付加価値化事業(注)」を活用した支援の一環として、日本政策金融公庫（以下、「日本

公庫」という。）と協調し、以下の男鹿市内の観光事業者４社に対する融資を実行しましたのでお知

らせいたします。 

男鹿市内に新たな観光コンテンツや魅力的な宿泊施設が増えることにより、インバウンドを含む観

光客の誘客と、秋田県沖合で開発が進む洋上風力発電事業に関わるビジネス宿泊のニーズへの対応が

可能となり、地域の賑わい創出や地域経済への貢献が期待されます。 

当行と日本公庫は、今後も相互に連携し地域経済の活性化促進に努めるとともに、事業者の皆さま

への総合的な支援を行ってまいります。 

（注）地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業：本事業は、地域で立案する宿泊施設の改修

等を含む観光拠点再生計画に基づき実施される取組みが支援対象となった、地域の「稼ぐ力」の回復と強化を

はかる観光庁の補助金事業です。男鹿市は令和５年度事業に採択されました。 

                      記 

 

支援対象事業者一覧（五十音順） 

１ 事業者名：株式会社男鹿まち企画（代表取締役 岡住 修兵） 

施設名称 うみまちホテル 

所 在 地 秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り二号２－２０ 

事業内容 ○ 港湾労働者の長期滞在宿として利用されていた船川港湾労働者福祉会館を改

修し、客室 14室、レストラン、サウナを整備しています。 

○ アドバイザーの株式会社三菱地所設計とともに、訪問客が心地良く過ごせる意

匠性の高い空間を作り上げ、男鹿半島の周遊拠点となることを目指しています。 

融資総額 ２０４百万円 

写 真・ 

イメージ図 

 

 

 

 



 

 

２ 事業者名：株式会社 SANABURI（代表取締役 齋藤 翔太） 

施設名称 早苗饗（さなぶり）蒸留所 

所 在 地 秋田県男鹿市船川港船川字化世沢１７５－１１ 

事業内容 ○ 旧鉄工所を蒸留所に改修し、酒粕由来のアルコールを原料とするクラフトジン

等のスピリッツを製造しています。 

○ これまで男鹿市になかった蒸留所という新たなコンテンツを提供することで、

酒・食の関係人口呼び込みを目指しています。 

融資総額 １１７百万円 

写 真・ 

イメージ図 

  

  

 

３ 事業者名：株式会社 SeeVisions（代表取締役 東海林 諭宣） 

施設名称 森長旅館 

所 在 地 秋田県男鹿市船川港船川字栄町８２ 

事業内容 ○ 国登録有形文化財「旧森長旅館」の本館と離れは、ツインルームを中心とした

客室 11室に最大 32名が宿泊可能な宿に改修し、土蔵は日帰り利用できるサウナ

施設として整備しました。 

○ 森長旅館は、地域にすでにある資源や事業者をつなぎ合わせ、そこにある日常

に触れていただくことで、利用者に地域固有の宿泊体験を提供し、地域の住人や

事業者には新たな活躍の場や、事業機会を提供することを目的としています。 

融資総額 ４０百万円 

写 真・ 

イメージ図 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ 事業者名：株式会社海石榴（代表取締役 小石 尚武） 

施設名称 男鹿温泉 結いの宿 別邸つばき 

所 在 地 秋田県男鹿市北浦湯本字中里８１ 

事業内容 ○ 源泉かけ流しの露天風呂付客室新設により、新たに邦人富裕層およびインバ

ウンドの滞在客の獲得をはかり、男鹿半島北部の周遊拠点となることを目指し

ています。また、一部和室のベッド化により、従来のお客様や高齢のお客様に

も快適な環境を提供します。 

○ 温泉露天風呂付客室では、普段温泉を利用できないお客様にも、好きな時に

入浴できるバリアフリータイプもご用意しています。 

融資総額 １１４百万円 

写 真・ 

イメージ図 

 

（以 上） 

 

 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）  

2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標であり、2030 年までに解決すべき世界的

優先課題 17 目標と目標を達成するための 169 のターゲットが示されています。 


